
南アルプスの高山帯で分化 しました。

東亜と北米 との共通種については,ベ ー

リング海峡が非常に重要な役害Jを果 しまし

た。多 くの東亜の植物はベー リング梅峡を

渡 って北米大陸へ と分布しました。中には,

北米大陸まで行きつけず, アリュー シャン

列島で分布が止つたものもあります。

次に, 日本の高山上での分化が起 りまし

た。 日J述の ヒナリンドウは,南 アルプスや

日光の女降山では,コ ヒナ リン ドウという

亜種になりました。 また,大 陸のゲ ンチア

ネラか ら分化 したオノエ リンドウは,北 海

道の一部では薯片の切れ込みの違うユウバ

リリンドウに分化 しました。ハヤチネウス

ユキソウは,北 海道では,オ ォ ヒラウスユ

キソウに分化しました。 このようにして,

日本の現在の高山植物相が成立 したと考え

られます。

完

注 1)こ こに書いた植物名は種を単位とし,

その中に亜種,変 種,品 種をすべて含めて

考えています。 したがって,ユ ゥバ リリン

ドウにはオノエリンドウ (亜種)も 含まれ,

ウスユキ トウヒレンには,ユ キバ トウヒレ

ン (品種),ユ キバタカネキタアザ ミ (品

種)な どを含んでいます。

(信州大学教養部 ・理学博土)

顧 問  野 坂
士

朗

北 海 道 の 高 山 植 物

1.は じめに

北海道の高山帯 に産する維管束植物 (シ

ダ植物 と種子植物)の 種類は、昭和 9年 ～

13年に館脇操博 士により436種 76変種28品

種が記録 され、近年では昭和49～53年に豊

国秀夫博士により456種 24亜 種 75変 種

2亜 変種 88品種が記録 され ている。 これ

らの中には、 ダケカンバのように、亜高山

帯の代表樹種で、針広混交林帯上部か ら高

山帯下部にかけて広 く見 られるものなど、

配高山帯以下にもしばしば見 られるものが

含まれる。高山帯に生育の本拠を もつと考

えられるものに限 って見ると、 270種 前後

となるであろう。それ らの 270種あまりの

植物について、北海道固有 (特産)の もの

を中心に、分類 と分布の大要を紹介す るこ

ととする。

2.北 海道産高山植物の分類

種の範囲は、学者により違いがある。例

えば、アポイ岳 に産 す る ヒダカソウは、

日本アルプス北岳などに産するキタダケソ

ウや北朝鮮高山に産するウメザキサバノオ

に極めて近い種であり、 これ ら三者を同一

種 と見たり、同一種内の変種 と見たり、そ

れぞれ

て 、  一

乱を避

井次三

50年)

お、大

ないの

原 色日

じであ

が ある

以 下、

◎ 印は

種、△

南には

は主要″

として[

pecles

品種 (

シダオ

※ヒカイ

カネヒ|

び、葉 ラ

ギ ラ ン、

SV .  と

:コ ケ ラ

B  o t r y (

ハ ナ ワ t

帯～亜男

ラリア、

南米パ す

※イノ封

togran
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'スユ

″て,

!考え

1とし,

卜めて

リン

トまれ,
1 ヒ

レ

(品

士)

朗

臣前後

まりの

のもの

するこ

る。例

ウは、

ダヶソ

バノオ

を同
一

り、そ

れぞれ異な つた種であるとする見解があっ

て、一様ではない。 ここでは、なるべ く混

乱を避けるため、種の区分は、主として大

井次三郎博士の改訂新版 日本植物誌 (昭和

50年)に 準拠 して整理することとする。な

お、大井博土は、 「亜種」の ランクを設け

ないので、北村四郎博士 らによる保育社の

原色日本植物図鑑 とは、種の区分はほぼ同

じであるが、種内の小区分については差異

がある。

以下、科 ごとに主な植物を紹介するが、

◎印は北海道固有種、○印は北海道固有変

種、△印は北海道固有ではないが、本州以

南には産 しないものを示 し、()内の出岳名

は主要産地を示すものである。また、参考

として掲げた学名で、 ssp.は 亜種 (subs

pecies)、 v.は 2抵種垂 (varie tas )、   f.は

品種 (fOrm a)を示す。

シダ植物門口…………5科 12種あり。

※ヒカゲ ノカズラ……Lycopodium属 :タ

カネヒカゲノカズラ、チシマ ヒカゲノカズ

ラ、コスギラン (や 大ヽ形で高さ15切に及

び、葉が開出～反曲するものをエゾノコス

ギラン、 L. selagO L.v.patens Deヽ

sv。 と称し夕張岳の産)。 selaginella属

:コケスギ ラン、エゾヒメクラマゴケ。

Botrychium属 :ミヤマハナヮラビ、ヒメ

ハナワラビ (B. lunaria L.,】ヒ半球温

帯～亜寒常 に広 く分布するほか、オースト

ラリア、ニ ュージーランド、タスマニア、

南米パタゴ エアにも分布する)。

※イノモ トソウ科 (ワラビ科)……・C ryp―

tog r a m m  a属 :リシリシノブ (C.C r i―

spa R. Br.,ュ ーラシア大陸亜寒帯～寒

帯 ・高出に分布 し、わが国では、北海道以

外に岩手県早池峯山等に見られる。

※オシダ科・……Athyrium属 :オ クヤマワ

ラビ、 GymnOcarpium属 :イ ワウサギシ

ダ、Woodsia属 :トガクシデンダt△ ミヤマ

イワデンタ
S(W. 1lvensis R. Br., リ

シリデンダ。北半球温帯北部に広 く分布す

るが、わが国では本州以南の確実な産地は

知 られていない)。

以上のほかに、 シ ダ植物で、亜高山帯に

生 じ高山帯下部にもよく見 られるものに、

ミヤマメシダ、 ミヤマヘビノネゴザ、オオ

バ ショリマ、オクヤマシダ、カラクサイノ

デ、 ヒ メクラマゴケ、チシマ ミズニラ命め、

アスヒカズラ、スギカズラ、 ヒ ロハハナヤ

ス リ、 ミヤマワラビ、 ウサギシダ、 シラネ

ワラビ、チャセンシダ、アオチ ャセンシダ

等がある。

裸子植物門'……2科 3種。固有種なし。

※マツ科・…・・Pinus属 :ハ イマツ (P.

pumlla Reg.,わ が国高山帯の代表樹

種。本州産のものは、葉が 3～ 5伽 長、葉

の樹脂構が 2ま たは 1個であるのに対し、

北海道 ・樺太 ・千島のものは、葉が 6～ 10

伽長で樹脂藩が 3個 である等の差異か ら、

変種エゾハイマツv.yezoalpina lsii

et Kusakaと する意見もある)。

※ ヒノキ科……Juniperus属 :リ シリビ

ャクシン (」. cOmmunis L. v.mo―

ntana Ait.,葉 が著しく内曲するのがふ

つうであるが、葉の湾曲のゆるやかなもの

は、 しば しば別変種 ミヤマネズv. nipp一
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onica Wils。として区別される。ただ し、

この区別については、両者を別種とする見

解等、多様の意見がある)、 ミ ヤマビャク

シン (ミヤマハイビャクシン。J. chin―

ensis L.vo sargentii Henry,盆 栽

樹種として著名であるが、海岸に生 じて樹

冠が帯白青緑色、鱗片葉の合わせ目附近に

100～ 150倍 で気孔群が見えるものを品

種ハマハイ ビャクシンf.g i a u c a  K u s a―

kaとすることもあるが、イブキとの関係を

はじめ、多 くの意見がある)。

被子植物門双子葉植物綱離弁花亜綱

※ヤナギ科・……Salix属 :7種 あ り、 本

州との共通種はミネヤナギのみである。◎

エゾマメヤナギ (Se paucifiora Koidz.,

は地表に接するはどの低木で、小形の例卵

形～円形の葉を もち、基準形の他に葉がほ

とんど円形のマルバエゾマメヤナギ v.cy―

c10phylla Kimura, こ の形の もので子

房に絹毛のあるケミノヱゾマメヤナギ f.

hebecarpa Ki mura,葉 の幅が狭 く皮針

形の ものをナガバエゾマメヤナギv. st―

enophylla Ki muraの 3形 が区別される。

アジア東】ヒ部の S. nummularia Ander母

に近縁で、その亜種 S.numm ularia

A r l d e r s o  s s p .  p a u c i f l o r a  K i m u r aと

されることもある。大雪山固有種)、◎ ミヤ

マヤチヤナギ (S. paludicola Koidz.,

エゾマメヤナギに似て、全株無毛、葉柄が

短 く、2～ 577しかない。大雪山固有種)、

△エ ゾ ミヤマヤナギ (S. hidewOi Koi

dz。,は ミヤマヤナギに似るが、大形で時に

高さ80切に及び、子房に黄褐色毛が密生する。

南千島、大雪山L日高山脈)、 ◎ オオミヤマ

ヤチヤナギ (S.pse udO_paludicOla

K i  m u r a  ミ ヤマヤチヤナギとエゾ ミヤマ

ヤナギとの雑種。大雪山固有種)、 ◎マル

バヤナギ (S. yezoalpina Koidz.,長

さ 2～ 4.5伽 、幅 1～ 3.5伽の橋円～ 円形

の葉をつける。幅 5伽 程度の小形長橋円形

の葉のホソマルバヤナギ f. st enOphylla

Kimuraと 長さ 10伽、幅 6.5御に及ぶ大形

の葉のオオマルバヤナギ fぅ grandi folia

Kim uraの 2品 種の他に、 子房に絹毛があ

り、葉の上面がや ヽ光沢を帯び網状脈下面

が隆起する変種イヌマルバヤナギ v.ne―

oreticulata K imuraが ある。北海道固

有)、 ◎ ヒタ
ヾ
カミネヤナギ (S. hidaka―

montana Hara,葉 脈に沿 って葉上画凹人、

下面著しく隆起する。 日高山脈FT‐l有種)。

※カバノキ科…… Ainus属 :ミヤマハンノ

キ、 Betula属 :◎ アポイカンバ (B.ap―

oiensis Nakai,葉 脚が,心形のアポイ岳固

有種)。

※タデ科・……Rumex:タ カネスイバ、Oxy一

ria属 :ジ ンヨウスイバ (マノ叱バギシギシ)、

PolygOnum属 :イ ブキ トラノオ (葉の F

面が無毛のものがぶつうで、細毛のあるも

のをウラゲイブキ トラノオ、葉の 下面葉脈

が隆起するものをア ミメイブキ トラノオと

して区別することもある)、 ム カゴ トラノ

オ (コモチ トラノオ)、 オヤマソバ (日本

固有種で、北海道ではアポイ岳を中心とす

る南日高山岳に産する)、 ウラジロタデ

(大雪山等に見られる茎が平滑で葉の下

の毛が少いものをタカネウラジロイタ ドリ

として区別することもあ り、 この形は、本

州や三

タデ

られモ

全株架

布すZ

タデミ

こオ

Ru m l

い る。

※ナテ

種が茂

Minu

ツ メ ク

の ミヤ

る変種

タカ才

平滑 な

べ (A

山、 名

ッタハ

岳、産

業形の

ata l

岳 に周

形の も

ョウカ

S tell

nl pp0

本 州の

の、薯

のある

◎ エゾ

Ohwi,

大雪 山
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|ヤマ

) l a

ヤマ

》マル

) ,長

円形

事円形

hylla

ぶ大形

folla

3があ

R下面

;道固

laka=

]凹入、

E)。

ンヽノ

|.ap―

岳固

Oxy―

シギシ)、

柴の下

あるも

面葉脈

ノオと

トラノ

(日本

心とす

タデ

の下

タドリ

は、本

州や千島のオンタデに近い)、 △ ヒメイワ

タデ (P. ajanense Grig,本 州には見

られず、毛の状態でチシマヒメイワタデ、

全株無毛のコィヮタデ、葉の両面に毛を密

布するヒメイワタデ、毛の少いホソバオン

タデ等の諸形に区分されることがある)。

これ等の他に、大雪山や知床の出岳に

Rumex属 の カラフ トダイオウが知 られて

いる6

※ナデシヨ科'……固有種 2種 を含む 7属 13

種がある。 Sagina属 :チ シマツメクサ、

Minuartia属 :コ バノツメクサ (ホソバ

ツメクサ)、 △エブ ミヤマツメクサ (本州

の ミヤマツメクサに比 して葉縁に長毛があ

る変種)、 △エゾタカネツメクサ (本州の

タカネツメクサは種子の周縁に突起がなく

平滑な変種)、 Arenaria属 :カ トウハコ

ベ (A.katoana mfakin。 ,本 州では至仏

出、谷川岳、早池峯山など、北海道では ト

ッタベツ岳、チロロ岳、夕張岳、キ リギ シ

岳、富良野西岳等に産 し、アポイ岳には狭

葉形の変種アポイツメクサ v. l anceol―

ata Tatew,が ある。夕張岳や トッタベツ

岳には、基準形とアポイツメクサ との中間

形のものを産する)、 メアカンフスマ (チ

ョウカイフスマ。雌阿寒岳、知床高山)、

Stellaria属:○オオイワツメクサ (S.

nipponica Olttvi v. yezoensis Hara,

本州の イ ワツ メ クサ S. nipponica Ohwi

の、薯片 3脈 明瞭で種子縁辺に乳頭状突起

のある夕張 ・日高両山脈に固有の変種)、

◎エゾイワツメクサ (S. pterOsperma

Ohwi, 種 子に幅 0,3～0.4初πの翼がある

大雪山固有種)、 シヨタンハコベ、カンチ

ヤチハ コベ、 Di a n t h u s属 :タ カネナデ シ

ヨ、Melandrium属:◎カムイビランジ

(M・ hidaka_alpinum Miyabe et Ta―

tewakl,日高山脈中部カムイエクウチカウ

シ山より記載され、 日 高山脈中～北部に産

する日高山脈固有種。本州のタカネビラン

ジに似るが、根出葉があり、事筒が太いこ

とで区別される)、 Silene属 :△ スガワ

ラビランジ (Sc stenophylla Ledeb.,

アムール～シベ リア東部～オホーツク沿岸

～樺太に分布する。 1973年 丹一夫氏によ

リニペ ソツ山で採集され、豊国博士によっ

て確認 された。ニペソツ山がわが国唯一の

産地)。 これ らの他に、S ilene属でカラ

フ トマンテマ (S. repens Patr.,ア ポ

イマンテマ、チシママンテマを含む)が し

ばしば高山帯に出現する。

※ウマノアシガタ科 (キンポウゲ科)… …・

固有種 5種 を含む 7属 11種がある。 Pulsa一

tilla属 :ツ クモグサ、 Anemone属 :ハク

サ ンイチゲ、 Ranunculus属 :ミ ヤマキン

ポウゲ、Calllanthemum属:◎ヒダカ

ソウ (C. m iyabeanum Tatewakl, ア

ポイ岳固有種)、 Aqullegia属 !ミ ヤマ

オダマキ、 Aconitum属 :タ イセツトリカ

ブ ト (A. yamazakii Tamura et Na―

mba,大 雪出)、△ リシリブシ (A.sach―

a l i n e n s e  F r e  S c h m . v .  c O m p a c t u m

Miy.et Tatew.,利尻岳、礼文島)、 ◎

エゾホソバ トリカブ ト (A.yuparense

T akeda, 道内所 々の高山、 ユウバ リウズ)、

◎ ヒダカ トリカブ ト (A . a p o i e n s e  N a―

kai,基 準産地 アポイ岳。 日高山脈固有)。

タイセツ トリカブ ト、エゾホソバ トリカブ
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卜、 ヒ ダカ トリカブ トの 3種 は互いに近縁

で、前 2者 を同一種とする見解もある。

Trolllus属 :◎ ボタンザキキ ンバイソウ

(T.pulcher Makino,利 尻岳。ボタン

キ ンバイ)、 チシマノキンバイソウ (T.

riederianus Fisch.et Mey.,こ の形

は本州に見 られない。変種 としてシナノキ

ンバイv. japonicus Ohwi,Oヒ ダカキ

ンバイソウve citrinus Toyokuni及 び

① ピパイロキンバイソウv. nishidae

Toy.が 区別 され、後二者は、宮部金吾博

士により独立種 として記載された日高山脈

固有の変種である)。 これ等の他に、 ヒ メ

イチゲ、エブイチゲ、 ミ ツバオウレンなど、

亜高山帯以下に も多産するものがある。

※ケ シ科・……3属 3種 (固有種 2種 )あ り。

Corydalis属 :◎ エゾオオケマン (C.

curvicalcarata Miyabe et Kudo,富 良

野西岳)、 Papaver属 :◎ リシリヒナゲ

シ (P.fauriei Fedde,利 尻岳)、 Dl―

ce ntra属 :コ マクサ。

※アブラナ科…… 6属 9種 (固有種 2種)

あ り。Macropodium属 :ハ クセンナズナ、

Thi a s p i属:( 9タカネグンバイ (T.  j a p―

on i c u m  B o i s s . ,北 日高、夕張岳、礼文

島等に産 し、定山渓天狗岳には品種テンク
ヾ

ク
Sンバイ f. sagittatunl Toyokuniが

ある)、 Cardam ine属 :ミヤマタネツケ

バナ、 B arba rea属:ヤ マガラシ (ミヤマ

ガラシ)、 D raba 属 :ナ ンブイヌスズナ

(D. japonica Max。,岩手県早池峯山が

基準産地。夕振岳と トッタベツ岳に見られ

る典形的 超塩基性岩特性 植物で、夕張岳

の ものはユウバ リナズナD. yezoensis

N a k a i = D . j a p o n i c a  t t x . v . y e  z o―

ensis Tatewaklとして区別されたことも

ある)、 ◎ シリベシナズナ (D. igarash―

ii S.Watanabe,大 平山、キ リギシ岳。

石灰岩特生植物と考えられる)、 ○ リシリ

ナズナ (D. ussuriensis Busch v.Ob―

lo n g o - l a n e c o  l a t a  T a t e w , ,  ウスリー～

樺太のオクエブナズナD.ussuriensis

に極めて近いが、果実 (角)が や 氏長く、

ほとんどねじれないもの。利尻岳)、 Ar―

abis属 :ミ ヤマハタザオ。

これ等の他に、エゾイヮハタザオゃ、 ソ

ウウンナズナ (層雲峡、平山)な どを挙げ

ることもできる。

※ベ ンケイソウ科・・・… Se d u m属 :イワベン

ケイ (S .  r O s e a  S c o p。)、 アオイワベン

ケイ (S o  i s h i d a e  M  i y a b e  e t  k L l d O ,ホソ

バイワベンケイ)。 これ等の他に、 ヒ ダカ

ミセバヤや○エゾミセバヤ、① ヒメミセバ

ヤなどが高山常にも出現する。

※ユキノシタ科・……固有種 2種を含む 3属

8種がある。 BOykin ia属 :ア ラシグサ

(日本固有種)、 Parnassia属 :コ ウメ

バチソウ、 Saxifraga属 :△チシマイワ

ブキ (S. reniform is'0肺 1,大 雪山、

利尻岳)、 △ クモマユキノシタ (S。 la―

ciniata Nakai et Takeda,大雪山、夕

張岳、チロロ岳、樺太、北朝鮮高山に分布

する。地上茎が伸びて細い地 下室を伸ばす

形の ものを変種ツルクモマグサ ve take―

dana Haraと 称 し、大雪山の産。 この形

と基準形との中間形が大雪山や夕張岳で見

られることか ら、品種 f. takedanaと し

て扱 う豊国博士の見解に筆者は賛成である)、

◎ エ ゾ

abe e

あり。|

形で葉,

の毛が |

変種あ'

マクモ =

チシマン

に達 し
'

のもの“

は葉の巧

マグサ 、

◎ユウノ

NOsaka

爪 あ り。

これ等α

ソウ、 J

が高山帯

※バ ラ科

属 :マ ノ↓

Pal l . ,

a e n ■ i l i

シケ マ ノL

yokunl

o l a t a  i

属 :○ア

l c u s  F I

アポイ狂

マは周北

分布する

キ ンバイ

千島)、

礼文島、

岳。夕張
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ye zo→

:とも

l r a s h―

′岳。

|シリ

′.Ob―

| ― ～

ISi S

記く、

Ar―

や、 ソ

r挙げ

フベ ン

ワベ ン

) ,ホソ

ニダカ

ミセバ

,3属

グサ

ヨウメ

アイワ

ヨLIJ、

la…

山、夕

に分布

伸ばす

take―

この形

岳で見

1とし

である)、

◎エゾノクモマグサ (S.nishidae Miy―

abe et kudo,葉の先端 3裂 し縁辺に腺毛

あり。夕張岳固有種)、 シヨタンソウ (小

形で葉が細く、先端の棘が著しく、葉縁辺

の毛が目立つものを ヒメクモマグサとして

変種あるいは品種の区別をする)、 △チシ

マクモマグサ (S.merkii Fisch.,ヒ メ

チシマクモマグサ。大雪山には花茎が15伽

に達して分枝し、葉の先端が 3裂 して本州

のものに近い形のものもある。本州のもの

は葉の先端 3裂、花茎が分枝する変種クモ

マグサv.idSurOei Fr.et Sav.で ある)、

◎ユウパリクモマグサ (S. yuparensis

NOsaka,葉 の先端 3歯、花弁に 1棚SSの

爪あり。夕張岳固有種)。

これ等の他に、ウメバチソウ、ダイモンジ

ソウ、エゾクロクモソウ、 ヤ マハナソウ等

が高山帯にも見られる。

※バラ科・……10属17種がある。 Spiraea

属 :マルバシモツケ (S. betullfolla

Pall.,高 山帯にはエゾマルバシモン`ケv.

aemiliana Koidz。が多く、固有変種○マ

シケマルバシモツヶv. yoshitakae To―

yOkuni,① テシオシモツケv.Oblance―

01ata Tate‐ などがある)、 A runcus

属:○アポイヤマブキショウマ (A. dio―

icus Fern. vo subrotundatus llara,

アポイ岳固有変種0基 準種ヤマブキシ ョウ

マは周北分布を示し、わが国では四国まで

分布する)、 Poten tilla属 :△ メアカン

キンバイ (P.miyabei MakinO,北 海道、

千島)、 ウラジロキンバイ (P. niVea L.,

礼文島、夕張岳、キ リギシ岳、定山渓天狗

岳。夕張岳と定山渓天狗岳のものは変種エ

ゾウラジロキンバイとして区別されたこと

もある)、 ミ ヤマキンバイ (P.matsu―

murac hVolf,葉 裂片の形 と毛の状態か ら

○ユウバ リキンバイv. yuparensis Ku―

do,夕 張岳 。大雪山、○アポイキンバイ v.

glabrescens Toyokuni,ア ポイ岳などの

区別がある)、 キンロバイ、 Sibbaldia

属 :タ テャマキンバイ (大雪山熊が岳)、

Dryas属 :チ ョウノスヶソゥ、 Geum属 :

チングルマ(G. pentapetalum MakinO,

夕張 岳産の大形で葉に重鋸歯のあるものに

変種 ユゥバ リチ ングルマv.serrata Koidz.

の名が与えられたこともあるが、区別する

必要はない)、 ミヤマダイコンソウ、 sa―

nguiso rba属 :タ カネトウゥチソゥ (s.

stipulata Rafin.,基 準形に似るが薯が

有毛のものをケ トゥゥチソゥ、色が長く10

7πに及ぶ ものの うち薯が無毛のものをフデ

トウウチソウ、薯が有毛のものを リシリト

ウウチソウとして区別することもある)、

○エゾ トゥゥチソゥ (S.hakusanensis

MakinO vっ japonensis Ohwi,本 州のカ

ライ トソウの変種とされ、 日 高山脈固有)、

△チシマワレモコウ (s. tenuifolia

Fisch.v. grandif10ra MLx., f島 、

樺太に分布し、夕張 。日高両山脈の産)、

Aichem illa属 :ハ ゴロモグサ、 Rosa

属 :オ オタカネイバラ、 S orbus属 :夕 ヵ

ネナナカマ ド (小葉や果実が小形で若葉に

絹毛を生じるものを変種 ミヤマナナカマ ド

として区別する)、 ゥラジロナナカマ ド。

これ等の他に、 Rubus属 でコガネイチゴ、

ヒメゴヨウィチゴ、ベニバナイチゴ (積丹

岳)、 P runus属でタカネザ クラ (ミネザ
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クラ)と その変種チシマザクラ、 F ragar―

ia属でノウゴウイチゴ等が高山帯にも多い。

※マメ科・…・・北海道固有樫 5種を含む 4属

12種がある。Hedysarum属 :イ ワオオギ、

カラフトゲンゲ (さやが有毛のものを変種

チシマゲンゲとする)、 Astragalus属 :

ムラサキモメンヅル、◎ カリバオオギ (A.

yamamotoi Miyo et Tatew.,狩 場山固

有種)、 リ シリオオギ、タイツリオオギ、

△ェゾモメンヅル (A. japonicus Boi―

ss.,南千島、斜里岳等)、 0対 tropiS属

:◎ ヒダカゲンゲ (0.kudoana Miyo et

T atew.,千島、カムチャッカのオカダゲン

ゲに近い。 日高山脈固有種)、 ◎ ヒダカミ

ヤマノエンドウ (0. hidaka一 montana

M. et T.,樺 太と千島の コダマソウに近

い。日高山脈固有種)、◎マシケゲンゲ

( 0。 s h o k a n b e t s u e n s i s  M o  e t  T . ,コ

ダマソウに近い暑寒別岳固有種)、 ◎ リシ

リゲ ンゲ (0. riShiriensis Mttsum。,

利尻岳、夕張岳)、 ○エゾオヤマノエンド

ウ (0・ j a p O n i c a  M a x .  v e  s e r i c e a

Koidz.,本 州の基準種オヤマノエンドウに

比し開出白毛密生する大雪山固有変種)。

ヒダカミヤマノエンドウについては、 ヒ ダ

カゲ ンゲの変種 とする意見や、マシケゲン

ゲ とともにコダマソウと同一種に含める意

見もある。なおOxytropis属 には、礼文

島にレブンソウ (0.megalantha Boissう

がある。

※フウロソウ科Ⅲ……Geranium属 とチ シマ

フウロ (花色の極めて淡いものを トカチフ

ウロという)。 しばしばタカネグンナイフ

ウロが高山常に見られる。

※クロウメモ ドキ科……・Rhamnus属 :◎

ミヤマハンモ ドキ (R. ishidac Miyabe

et Kudo,北 米のR. alnifollaに 近 く、

概形は小形のミヤマハンノキに似る。夕張 ・

日高両山脈固有種)。

※オトギリソウ科……固有種 2種を含む4種

あり。Hype r i c u m属 :①フラノオ トギ リ

(H・ erectum Thumb. v. brevist済

lum inagaki et Toyokuni, オ トギ リ

ソウの花柱の短い変種。富良野岳、夕張岳

等)、 ハイオ トギ リ (H.ka m tschatic―

um Ledeb.,変 化はなはだ多 く、種々の

変種、品種等に区分される。花柱が子房の

1,7倍 長のものを① ヒダカオ トギ リv.hi一

dakense Y.Kimuraと 称 し、 日高山脈、

夕張岳等に産する)、 ◎ シラ トリオ トギ リ

(H・ tatewttii S,Watanabe,雨 竜の

白鳥山か ら記載 され、柴、 呼 片、イと弁の明

点や黒点等の分布状況によリメイテンシラ

トリオ トギ リ、 ヨクテンシラトリオ トギ リ

等の区別がある)、 ◎マシケオ トギ リ (H.

yamamotoi Miy.et Y.Kim.,暑 寒別

岳の山の神登山口附近で記録されたが、高

山帯には丈低 く花枝を出さず、葉に黒点 と

明点をもつ変種 ミネオ トギ リv.mO nta―

num Y.Ki m.が あり、これは道南の大

平山、狩場山、大千軒岳等に も知 られてい

る。花弁が小 さく長さ107π以 下で葉が黒点

のみの変種キタミオ トギ リv.kitamen―

se Y. Kimeは 北見ホロヌプリ、 ピ ンネ

シリ山等の産)。 これ等の他に、幌泉～幌

満～アポイ岳にサマニオ トギ リ (Ho sa―

maniensc Miy.et Y.Kim.)、 大雪山

高原温泉附近にタイセツヒナオ トギ リ (H.

yoJ lrc

があ り、

※スミ

ViOla,

ミ レ、(

i i  f o l i

ミレ (｀

V. hi

有 変 種)

a n a  い

◎シレ

kai, す

弁は基:

知床硫こ

(オ クユ

こオし実

V i s t i「

る ヶ 工 ち

ヌ タチ I

ミレ等え

れ る。

※アカノ

ア カバラ

品種 エレ

カバ ナ

バ ナあ t

※ セ リ存

6属 9種

ンサイ三

〇 エゾt

Pol j .

ガネサィ

片及びJ

及び周芝
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属:◎

liyabe

に近 く、

)夕 張 ・

む4種

トギ リ

)vis ty'―

トギ リ

タ張岳

h a t i  c―

種々の

子房の

v.hi―

高山脈、

トギリ

雨竜の

弁の明

ンシラ

トギリ

リ(H.

暑寒房J

が、高

黒点と

南の大

れてい

が黒′点

ピンネ

泉～幌

大雪山

り(H・

yojiroanum Tatew. et Koo lto)

があり、両種とも北海道固有種。

※スミレ科…・…・固有種 3種 を含む 7種 あり。

Vlola属 :キバナノコマノツメ、 タ カネス

ミレ、◎ ジンヨウキスミレ (V.  a H  i a r―

li folia Nakal,大雪山)、 ○エゾキス

ミレ (V.  b r e v i s t i p u l a t a ヽヽ′. B e c k .

V.hidakana Se Watanabe,日高山脈固

有変種)、 ◎シソバスミレ (V.yubari―

ana Nakai,シ ソバキスミレ、夕張岳)、

◎ シレトコス ミレ (V. kita miana Na―

kal,タ カネス ミレに似るが葉は鋭頭、花

弁は基部黄色で他は白色、柱頭は 2裂 せず。

知床硫黄山、羅臼岳 ?)、 タニマスミレ

(オクヤマスミレ)。

これ等の他にオオバキスミレ (V. bre―

vistipulata)の 変種または亜種とされ

るケエブキスミレやフギ レキスミレ、 ア イ

ヌタチツボスミレの変種アポイタチツボス

ミレ等が亜高山帯か ら高山帯にかけて見 ら

れる。

※アカバナ科・・・… Epllobium属 :ミ ヤマ

アカバナ、アシボソアカバナ (大雪山固有

品種エブミヤマアカバナあり)、 ホソバア

カバナ (大雪山固有品種 ミヤマヤナギアカ

バナあり)、 シロウマアカバナ。

※セリ科・……固有種 1、 固有変種 2を 含む

6属 9種 がある。 Bupleurum属 :△ レブ

ンサイコ (B. triradiatum Adams)、

○エゾサイコ (B. nipponicum Koso―

Polj. v. yesoense Hara,ホソバノコ

ガネサイコ。本州のハクサンサイコの総色

片及び小総包片の先端が鋭尖するアポイ岳

及び周辺山岳の固有変種)、 Tllingia属

:チ シマニンジン (シラネニンジン。アポ

イ岳には葉裂片の極端に細い品種 ヒメシラ

ネニンジンがある)、 ミヤマウイキ ョウ、

Coelopleurum属 :△ エゾヤマゼ ンコ

(エゾノシシウドの高山形で、 日高山脈、

夕張岳など)、 ミ ヤマゼンコ、 COnlosel―

in u m属 :ミ ヤマセンキュウ、 Ang c l l c a

属 :◎ホソバ トウキ (A.ste n o l o b a  K l―

tagaw a ,  夕振 ・日高両1lJ脈1司有種)、Pe―

uceda n u m属:ハクサンボウフウ (アポイ

岳には小葉が広線形に著しく分裂する変種

○エゾノハクサンボウフウP.mult i v i t―

tatum 出 lax. v. linearilobum Tate―

w.が ある)。 これ等の他に、 ホタルサイ

コやイブキゼ リが見 られる こともある。

なお、 ミ ズキ科のゴゼ ンタチバナは、亜

高山帯か ら高山帯にか けて広 く見 られ、道

東山岳にはエゾゴゼ ンタチバナが見 られる。

被子植物門双子葉植物綱合弁花亜綱

※イワウメ呑Ⅲ……D iapensia属 tイワウメ、

Shortia属 :コ イワカガ ミ。

※イチヤクソウ科…・・・PyrOla属 :エ ブイ

チヤクソウ (カラフ トイチヤクソウ)。 コ

バ ノイチヤクソウや コイチヤクソウ (ヤマ

イチヤクソウ)も しばしば高山帯に見 られ

る。

※ ツツジ科 (シャクナゲ科)… …・12属19種

が あるが固有種はな い。 Tripetaleia属

:ミ ヤマホツツジ、 Ledum属 :△ ヒメイ

ソツツジ (L .  p a l u s t r e  L .  v .  d e c u―

mbens Ait。,大 雪山)、 Rhododendron

属 iキ バナシャクナゲ、 エブツツジ (R.

camtschaticum Pall.,白 花品 シロバ
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ナエブツツジもある。若枝 と葉両面に褐毛

密生するものを△アラゲエゾツツジv.

barbatum Tatew。 として区別する)、

B ryanthus属 :チ シマツガザ クラ、Ph―

y H odoce属 :ア オノツガザ クラ (エゾノ

ツガザクラとの雑種△ニシキツガザ クラが

変種として区別される)、 エゾノツガザク

ラ (花の色がや ヽうす く、花冠表面無毛の

ものをコエブツガザ クラ、花冠が痛平に近

い形の ものをユウバ リツガザクラとする)、

○ナガバッガザ クラ (P. nippOnica

4ヽakinO v. Ob10ngo―ovata Toyokunl,

花冠が帯緑白色の品種カオルツガザクラf.

viridif10ra Toyokuniが 夕張山脈等に

知 られている)、 Loiselleuria 属 :ミ

ネズオウ、 Cassiope属 :イ ワヒゲ、 Ar―

cterica属 :コ メバツガザクラ、Harim―

anella属 :ジ ムカデ、 Gaul theria属 :

アカモノ (イワハゼ)、 シラタマノキ、

ArctOus属 :ウ ラシマツツジ、Vaccin―

11l m属 :コ ケモモ、クロウスゴ (葉が円

形に近 く、わずかに鋸歯をもつものを変種

○エゾクロウスゴとするが、多様な変異が

ある)、 ク ロマメノキ、 ヒ メツルコケモモ。

これ等の他に、 ヒメシャクナゲ、ハナヒ

リノキ、 ッルコケモモ、 コメツツジ、イワ

ツツジ等が しばしば高山常に見られる。

※サクラソウ科…… 2属 5種 あり、固有 2

種を含む。 Androsace属 :ト チナイソウ

(チシマヨザ クラ。北見ホロスプリ、 キ リ

ギシ岳)、 Primula属 :△ エブコザクラ

(P・ CLIneifolia Ledeb., 本 州では東

北地方高山にミチノクコザクラ、 日本アルプ

ス等にハクサンコザクラの両変種がある)、

◎ ユウパ リコザ クラ (P .  y u p a r e n s i s

T  a k e d a ,  ヨー ロッパの P.  f a r i n O s a  L .

に近い夕張岳固有種)、○サマニユキワリ

(P.modesta Bisset et MoOre v.

samanl_montana Nttai,ユ キワ リソウ

の葉の 3/4長 が細 く葉柄 状 となったアポ

イ岳及び周辺山岳の固有変種。なお、斜里

岳にはこれに似て小形の品種 シャリコザク

ラがある)、 ◎ ヒダカイワザ クラ (P.hi―

dakana Miyabe et KudO,日 高山脈固有

種で、亜高山帯以下にも多いが、毛が多く、

地下茎を伸ばす形の変種 カムイコザ クラv.

kamuiana Haraが 高山帯に見 られる)。

これ等の他に、ツマ トリソウが亜高山帯

から高山常にかけて広 く見られ、サクラソ

ウモ ドキが高山帯に見 られることもある。

※ リンドウ科…… 4属 9種 あり、固有種、

固有変種各 1を含む。 Fauria属 :イ ワイ

チ ョウ、 Swertia属 : エブタカネセンブリ、

ミヤマアケボノソウ、 Gentianell a属 :

◎ユウバ リリンドウ (G. yuparensis

S a t a k e ,  大雪山、夕張岳等に産し、羊肺

山や本州の一部の高山には殖種オノエリン

ドウssp e  t a k e d a i  T o y o k u r l lがある)、

Ge n t i a n a属 :ミヤマ リン ドウ、△ リシリ

リンドウ (G. jamesit hemsl.,千 島、

北朝鮮高山、利尻岳、大雪山、夕張岳)、

△ ヨコヤマ リンドウ (G. giauca Pall.,

樺太、千島、 シベ リア東部からアラスカに

分布し、大雪山がわが国唯一の産地)、 ○

クモイ リンドウ (G.algida Pall.v.

igarashil Miyabe et Kudo,本 州の ト

ウヤクリンドウの変種で、大雪山固有)、

エゾオヤマ リンドウ (低地のェブ リンドウ

の、花ブ

※ムラー

マ ム ラJ

ム ラサ ニ

ゾル リう

ct Oh恥

島の チ ラ

を有する

※ゴマノ

属 11種あ

(タルマ

ロが夕張

Ve r O n i c

バ クヮガ

クワガタ;

( V .  s t

K  i t a g a w

に分布)、

(L .  g l

るが、北 沖

わずか に雫

や 狭ヽいC

K i t a m u ]

○ ホソバ ゥ

Ru p r .  v .

シベ リアグ

プソウに比

い花糸を も

ri s属 :ェ

タカネシォ

ナ シォガマ

部を除 く周

山のみ)、 z

zum iana t
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iS

sa L.

・ワリ

V.

)ソウ

にアポ

斜里

ョザク

P, h i '

脈固有

b 多ヽく、

クラV・

フる)。

高山常

クラソ

ある。

有種、

イワイ

ヒンブリ、

a属 i

″、羊踊

'エリン

5る)、

当リシリ

.,千島、

長岳)、

l Pall・,

ラスカに

也)、○

l 1 1 .  V ・

採州の ト

固有)、

リンドウ

の、花が茎頂に集った高山形)。

※ムラサキ科Ⅲ……Eritrichium属 :ミヤ

マムラサキ (アポイ岳等には変種エブルリ

ムラサキがある)、 Mertensia属 :○エ

ブルリソウ (M.  p t e r O c a r p a  T a t e w a k i

et Ohwi v. yezoensis T. et O.,千

島のチシマル リソウの考片が皮針形で岡J毛

を有する北海道固有変種)。

※ゴマノハグサ科・……固有変種 2を 含む 4

属11種あり。 Pentstemon属 :イ ワブクロ

(タルマイソウ。白花品 シロバナイワブク

ロが夕張岳、大雪山に知 られている)、

Ve r O n i c a属:エ ゾ ミヤマ トラノオ (キク

バクワガタ。アポイ岳には狭葉品種アポイ

クヮガタがある)、 △エゾヒメクワガタ

(V.  s t e l l e r i  P a l l .  v .  l  o n g i s  t y l  a

K itagawa,北海道、樺太、千島、北朝鮮

に分布)、 L agotis属 :ウ ル ップソウ

(L.glauca Gaertner, 礼 文島に産す

るが、北海道の高山には見 られない。花が

わずかに青緑色を常びた白色で、葉の幅が

や 狭ヽい○ユウバ リソウv. takedana

Kitamu raが 夕張岳固有変種である)、

○ホソバウルップソウ (Lo stelleri

Rupr. v. yesoensis Nliy. et Tatew.,

シベリアのL. stelleriの 変種。 ウル ッ

プソウに比して実の幅が狭 く、雄ずいは長

い花糸をもつ。大雪山固有)、 PediCula―

ris属:エゾシオガマ、 ヨ ツバ シオガマ、

タカネシオガマ、 ミヤマシオガマ、△キバ

ナシオガマ (P. oederi vahl, 】ヒ米東

部を除く周極分布を示す。わが国では大雪

山のみ)、 △ リシリシオガ・マ (Po kold―

zum iana Tatew.et 01Wi,葉はキバナ

シオガマの様に羽状裂だが、花は紅紫色。

利尻岳、樺太)。

これ等の他に、シオガマギク、テング

クワガタ等が時に高山帯に見られる。

※ハマウツボ科・……Boschn iakia属:オ

ニ ク。

※ タヌキモ科…… Pi n g u i c u l a属 :ムン ト

リス ミレ (白花品あり)。

※ スイカズラ科……L innaea属 ;リ ンネ

ソウ、Weigela属 :ウ コンウツギ、 Lo―

ni c e r a属 :チ シマヒョウタンポク (白花

品が大雪山に知 られている)。

これ等の他に、ケヨノミが しばしば高山

帯にも見 られる。

※オミナエシ科・・・…Patrinia属 :△ タカ

ネオ ミナエシ (Pc sibirica J uss.,チ

シマキンレイカ。北海道、樺太、千島、 シ

ベ リア東部に分布)。 時にカノコソウ (Va―

leriana faurici Brね 。)が 高山常に見

られることもある。

※キキ ョウ科・……・2属 4種 あり。 AdenOph…

ora属 :ハ クサ ンシャジン、モイヮシャジ

ン (種としては低地か ら高山帯 まで広 く見

られるが雨竜白鳥山にはシラトリシャジン、

夕張岳にはユウパ リシャジンの固有変種が

ある)、 Campanula属 :チ シマギキ ョウ、

イワギキ ョウ、ともに白花品あり。

※キク科・……固有種 7種 を含む13属21種が

ある。 LeontOpodium属 :① オオヒラウ

スユキソウ (Lc hayachinense Hara ct

Kitarnura v. m iyabeanuFn S。 1内ra t a―

nabe, 早 池峯山のハヤチネウスユキソウ

の変種。大平山より記載され、その後キ リ

ギ シ岳でも見出された。両山とも石灰岩の
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山である)。 なお、 こ の属には、他にエゾ

ウスユキソウが礼文島、ニペソツ山及び道

東の低地に、 ウスユキソウが室蘭岳に産す

る。 Anaphalis属 :タ カネヤハズハハコ

(タカネウスユキソウ。アポイ岳、夕張岳

及び道北の蛇紋岩地帯)。 この属のヤマハ

ハコは、高山帯かなりの高度にも産する。

E r i g e r o n属:◎ ミヤマノギク (E. m i―

yabeanus Tat卸 .et Kitam.,ミ ヤマア

ズマギクに似るが、頭状花序は大きく径

3.5御、根出葉に著 しい鋸歯がある。北見

ホロヌプリ等)、 ミ ヤマアズマギク (毛が

少 く、葉の幅が狭 く、花の色がうすい変種

アポイアズマギクはアポイ岳の産。変化多

く、 ユウパ リアズマギク、キ リギシアズマ

ギク、 シ ロバナ ミヤアズマギク等の区分を

することあり)、 Am ica属 :エ ゾウサギ

ギク。なお、 こ の属には本州には見 られな

いオオウサギギク (カラフ トキングルマ)

が浦臼山地に見 られる。 SeneciO属 :△ミ

ヤマオグルマ (S.kawakam il MakinO,

北海道、南千島、樺太に分布)、 Artemi―

sia属:○エゾハハコヨモギ (A.trifu―

rcata Steph. v. pedunculosa Kitam,

千島～ カムチ ャッカのナガエハハ コヨモギ

の頭状花がや 大ヽきく小花数の多い大雪山

固有変種)、 サマニヨモギ (白毛の多い品

種シロサマニヨモギあり)、 Cirsium属

:○ ミヤマサワアザミ (C.Pectinell―

um A, Gray v. alpinum K01dz.,エ

ゾノサワアザ ミの高山形。大雪山)、 ◎ ア

ポイアザ ミ (C.apoiense N akai,エ ブ

ノサワアザ ミに似るが、総包外片が短い。

アポイ岳)、 S aussurea属 :◎ユキバヒゴ

タイ (S.  c h i o n o  p h y l l a  T a k e d a ,  超塩

基性岩特生植物で、夕張岳、チロロ岳、 ト

ッタベツ岳に産し、夕張 ・日高両山脈固有

種。 白花品あり)、 ナガバキタアザ ミ (変

果多 く、大形のダイセツヒゴタイ、根出突

が残存するヒダカ トウヒレンなどの品種―

変種や亜種とする意見もある一が区別され

る)、 ◎ ウスユキ トウヒレン (S. y ana―

gisawae Takeda,綿 毛とクモ毛の状態、

葉の形、大きさ等変化多く、ユキバ トウヒレン、

タカネキタアザミ、ユキバタカネキタアサペ、オ

オタカネキタアザミ、ホソバヒゴダイ等の区分が

葉の形、大きさ等変化多 く、ユキバ トウヒ

レン、タカネキタアザミ、ユキバタカネキタアザ

ミ、オオタカネキタアザミ、ホソバエブヒゴタイ

ある)、 Hy P o c h o e r i s属 :③ エソコウブ

リナ (H, crepididioides rratcw. et

Kitam., 本 属唯
一 1/j日本白生種。 アポイ

岳固有種)、 Picris属 :カ ンチヨウブ リ

ナ、 C repis属 :△ フタマタタンポポ (C.

hokkaidoensis Babcock,北 海道、 南千

島、樺太)、 ◎エブタカネニガナ (C.gy―

mnopu s  K o i d z . ,  アポイ岳、夕張岳等の

超塩基性岩地帯の固有種)、 Ixeri s属 :

タカ,ネニガナ (クモマニガナ)、 Tarax―

acu m属:△オダサムタンポポ (T.pl―

atyPC C i d u m  D i e l s ,エゾフジタンポポ。

羊肺山、大平山等に産し、樺太、朝鮮、

中国東北部に分布)、 ◎タカネタンポポ

(T. yuParenSe H.Koidz., ユ ウバ リ

タンポポ。夕張岳、 日高山脈等)、 △クモ

マタンポポ (T. trigcno10bum Dahl‐

st.,千 島よリカムチャッカを経てアラス

カまで分布し、大雪山1/C産する)。 この属

では/Jヽ

ポイ岳

チ ア ヵ

ミタ ン

(声別

ニ ペ ソ

され て

こオげ

ミソゥラ

被子有

※ ミク |

ウキ ミィ

X 。 ) 、

e u m  L I

周極 分右

※イネ牟

ある。 P

AgrOst

inii Tl

か らア ラ

コ ミヤマ

シマガ リ

etum属

属 :ヒ ロ

や 大ヽき

○ユゥバ

a u v .  v .

ネ コメ ス

チ ャ ッカ″

山 に産 す ″

マハ ル ガヽ

ミヤ マ コ1

u r i  f 1 0 r a



,超 塩

岳、 ト

1脈固有

「ミ (変

根出葉

1品種―

iガJされ

yan a―

)状態、

″ヒレ ン、

アザミ、オ

の区分カミ

ベトウヒ

キタアザ

ヒゴタイ

ノ
｀
コウブ

ew. et

)ア ポ イ

コウブ リ

ポポ (C・

道、南千

(C・gy―

摂岳等の

ris属 :

T a r a x―

T .  p l―

ンポポ。

朝鮮、

ンポポ

ユウノヾ リ

、△クモ

Dahl―

てアラス

。この属

では小泉秀雄氏によリアポイタンポポ (ア

ポイ岳)、 ノゲタンポポ (神威岳)、 カン

チアカミタンポポ (富良野岳)、 ヤマアカ

ミタンポポ (佐幌岳)、 コミヤマタンポポ

(声別岳)、 ア シベツタンポポ (声別岳)、

ニペソツタンポポ (ニペソツ山)等 が記録

されているが、明 らかではない。

これ等の他に、 Scorzonera属 でフタナ

ミソウが礼文島に産する。

被子植物門単子葉植物綱

※ ミクリ科Ⅲ……S parganium属 :△ ホソバ

ウキミクリ (S. angustifollum Mich―

x・)、 △チシマ ミクリ (S. hyperbOr―

eum Laest.,タ カネミク リ)。 両種 とも

周極分布種で大雪山と夕張岳に産する。

※イネ科・……固有種 2種 を含む11属15種が

ある。Phleum属 :ミ ヤマアワガエ リ、

AgrOsti s属 :△ チシマヌカボ (A. tr―

inti Turcz.,ク ロスカボ。 シベ リア東部

からアラスカまで分布。 トッタベツ岳)、

コミヤマスカボ、 Cal arnagrostis属 :チ

シマガリヤス、 ミ ヤマノガ リヤス、 Tris―

etum属 :リ シリカニツ リh Deschampsia

属 :ヒ ロハコメススキ (夕張岳には小穂が

や 大ヽきく花序が少 したれ 下がる固有変種

○ユウバ リカニツリD. caespitosa Be―

auv.v。 levis Ohwiが ある)、 △タカ

ネコメススキ (ユキワリガヤ。千島～カム

チャッカ～アリューシャンに分布し、大雪

出に産する)、 AnthOxanthum属 :ミ ヤ

マハルガヤ (利尻岳)、 Hielochloe属 :

ミヤマコウボウ、◎エゾコウボウ (H.pl"

uriflora Koidz.,夕 張岳。小花の 「のげ」

はほ とんど無い。短いの げのある変種エブ

ヤマコウボウv.  i n t e r m e d i a  O h w iが 数

か所か ら記録されている)、 El y m u s属 :

◎タカネエゾムギ (E.yubaridakens―

is orwi,のげが 3切に及び、やミねじ

れて 「く」の字形に外出する。夕張岳団

有種)、 Festuca属 :ミヤマウシノケグ

サ、Poa属 :ナンブソモソモ (Pc ha―

yachinensis Koldz.,葉舌が平滑な○

エブミヤマソモソモv. yezo―alpina

T atew.et KawanOは 大雪山固有変種

である)。

これ等の他に、 ミ ヤマヌカボ、 ヒメノ

ガ リヤス、イワノガ リヤス、コメススキ、

ミヤマ ドジョウツナギ、アイヌソモソモ

等が見られ、また、チシマザサは低地か

ら高山帯にかけて広 く分布し、亜高山帯

より上部では極めてぶつ うである。

※カヤツ リグサ科ヤ……5属 27種があり、

スゲ属 (C arex)が22種を占める。固有

種はアポイタヌキラン 1種 のみ。 Scir一

pus属 :ミ ネハ リイ、タカネクロスゲ、

回r iOPhOrLlm属:○エゾワタスゲ (E.

scheuchzeri HOppe ve tenuifoliu―

m Ohwi,大 雪山tfl有変種)、Kobresia

属 :ヒ ゲハ リスゲ、 C arex属 :△ ヤ リ

スゲ (C. kavanOvii v.Krecz.,大

雪山。樺太に分布)、 タカネヤガミスゲ、

ハクサンスゲ、 ヒメカワズスゲ、△ ヒメ

アゼスゲ (コアゼスゲ。アジア東北部に

分布)、 キンチャクスゲ (イワキスゲ)、

ミヤマクロスゲ、△ リシリスゲ (樺太、千

島、 カムチャッカに分布)、 △カラフ トイ

ワスゲ (Ce rupestris Bell,周 極分布
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種。キ リギシ岳がわが国唯一の産地)、 キ

ンスゲ、イ トキンスゲ、△タイセッイヮス

ゲ (C .  s t e n a n t h a  F r c  e t  S a v .  v .

taisetsuensis Akiyama,本 州の基準

種イワスゲに比して果胞の幅が広 く先端は

短いくちばしとなる変種で、千島、樺太に

分布する)、 △ ミヤケスゲ (C. subumb―

ellata Meinsh.,夕 張岳。樺太に分布。

本州には地下茎が短 く、最下色の長い変種

クモマシバスゲがある)、 △ タカネヒメス

ゲ (C.melanOcarpa C ham.,夕 張岳。

樺太か らシベ リア東部に分布)、 ヤチスゲ、

△ムセンスゲ (C。 livida Willd.,大雪

山。 周極分布)、 サヤスゲ (ケヤ リスゲ)、

タカネシバスゲ、オノエスゲ、タカネハ リ

スゲ、スイオスゲ、◎ アポイタスキラン

(C. aPoiensis Akiyama,ア ポイ岳固

有種)、 RttnchOspo ra属:ミ ヤマイヌノ

ハナヒゲ。

これ等の他に、ワタスゲ、ハガクレスゲ、

ミタケスゲ、カワズスゲ、 ミ カズキグサ等

が低地 より高山帯にかけての湿原にしばし

ば見 られる。

※イグサ科…… 2属 10種があるが固有種は

ない。Luzula属 :ク モマスズメノヒエ、

ミヤマヌカボシソウ、タカネスズメノヒエ、

J uncus属 :ミ ヤマイ (タテヤマイ)、 エ

ゾホソイ、タカネイ、エブイ トイ、 ミヤマ

ホソコウガイゼキショウ、 エブノミクリゼ

キショウ (北太平洋要素で、大雪山及び本

州焼石岳に知 られる)、 △ クロコウガイゼ

キショウ (J・ triceps Rostk.,大 雪山。

朝鮮、千島、 シベ リア東部に分布)。

※ユリ科・……固有種 1種を含む 7属 9種 が

ある。 Tofi e l d i a属 :チ シマゼキショウ

(T. coccinea R ichards.,変異が多 く、

花被片が赤褐色、果実が黒褐色のものを変

種クロミゼキショウv. fusca Haraと 称

し、夕張岳か ら記載されたが、その後所々

で見出され、利尻岳の リシリゼキショウも

この変種に含まれるとされ、全体細形でや

や丈が高く、花序がまばらで花被片が白色

のものを変種アポイゼキショゥv. kondOi

Haraと 称し、アポイ岳か ら記載 されたが、

後に恵庭岳のエニヮゼキショウや本州のチ

ャボゼキショウもこの変種に含まれるとさ

れる)、 ヒ メイヮショウブ、 Zygadenus

属 :△ リシリソウ (Z.s i b i r i c u s  A .

G r a y ,  北朝鮮からシベ リア東部にかけて

分布。利尻岳)、 Hosta属 :◎クロバナ

ギボウシ (H.attopurpurea Nakai,ヤ

チギポウシ。低地のタチギボウシH. re,

ctifolia Nakaiは 、本州から南千島、樺

太、沿海州に分布し、葉は緑色で花は紫色

であるのに対し、 ク ロバナギボウシは葉が

粉白を帯び花が黒紫色の北海道固有種であ

るとされるが、両者を同一種と見る見解も

ある)、 Veratrim属 :コ バイケイソウ、

Alllum属 :ミ ヤマラッキ ョウ、 シロゥマ

アサツキ (Ao schoenoprasum L。 ,小形

で、雄ずいが花被片よりやや短いものを変

種○ ヒメエブネギv. yezomOnticOla―

Haraと 称し、アポイ岳周辺の産)、 Ll―

oydia属 :チシマアマナ、 Fritillaria

属 :ミヤマクロユリ (クロユリの低地のも

のは3倍体で不稔、高山のものは 2倍体で

種子を生じ、変種または亜種としてミヤマ

クロユ リと称される)。 これ等の他に、マ

イ ノ`ル レ

バ カマ、

しば高山

※ ランが

chi s爆

斑点を 廷

ある)、

シ ロ ウマ

d l . ,  ユ

北米にか

雪山に産

り、 ホ ソ

ン、 ホ ザ

山帯に見

以上、

科 ごとに

ダ植物 5,

植物 36手

科 116種

単子葉植|

ぞれの科

かに、亜i

られ、高

タノド 科|

ン科のガ

デ、 オガ

ソウ、 ウ

ヤメ等―″

と、北海!

種を越す

3.北 海;

2.にあ

整理する

A.ア ジ
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ンョウ

お多く、

Dを変

aと称

後所々

ョウも

形でや

3ミ白色

kondol

れたが、

)対ヽのチ

るとさ

I A.

かけて

ロバナ

ta i,ヤ

.  r e―

島、樺

は紫色

は葉が

種であ

見解も

ソウ、

ロウマ

"小形

のを変

01a ―

、 L l―

l a r i a

l地のも

倍体で

ミヤマ

1に、マ

イヅルソウ、 エ ブカンブウ、 シ ョウジョウ

バカマ、 ク ルマユリ、 シ ュロソウ等がしば

しば高山常に見 られる。

※ラン科・……2属 3種 、固有種なし。 Or一

chis属 :ハ クサンチ ドリ (葉に暗紫色の

斑点をもつ品種ウズラバハクサンチ ドリも

ある)、 Pla tanthera属 :タ カネ トンポ、

シロウマチ ドリ (P. hyperborea Lin―

dl.,ユ ウバ リチ ドリ。 アジア東北部より

北米にかけて分布。北海道では夕張岳と大

雪山に産する)。 これ等の他に、キソチ ド

リ、ホソバノキソチ ドリ、 ミ ヤマフタバラ

ン、ホザキイチ ョウランなどもしばしば高

山帯に見られる。

以上、本来高山性と考えられる 276種 を

科ごとに紹介したが、種数のまとめは、 シ

ダ植物5科 12種、裸子植物 2科 3種 、種子

植物 36科 261種 (双子葉植物離弁花類 17

科 116種、双子葉植物合弁花類 13科 80&

単子葉植物 6科 65種 )で ある。なお、それ

ぞれの科あるいは属ごとに補記 した種のほ

かに、亜高山帯ないし低地にもふつうに見

られ、高山常にも産するもの一 たとえばカ

タバミ科のコミヤマカタバ ミ、ガンコウラ

ン科のガンコウラン、カエデ科の ミネカエ

デ、オガラバナ、 シ ソ科のイブキジャヨウ

ソウ、ウツボグサ、アヤメ科のヒオゥギァ

ヤメ等―が相当数あり、それ等を合わせる

と、北海道の高山帯自生植物の種数は450

種を越すこととなる。

3.北 海道産高山植物の分布

2.にあげた 276種 について、分布域別に

整理すると、およそ次の様になる。

A.ア ジアに分布するもの (日本固有種 も

含 まれる)… ……………・150種 (54.3%)

Aの うちで日本固有種は 76種 (27,5%)

であり、 さらにそのうち 44種 (15.9%)

が北海道固有種である。

※北海道固有種 :エ ゾマメヤナギ、 ミ ヤ

マヤチヤナギ、オオ ミヤマヤチヤナギ、エ

ゾイワツメクサ、タイセツ トリカプ ト、 ジ

ンヨウキスミレ (以上大雪山固有種);エ

ゾノクモマグサ、ユウパ リクモマグサ、 シ

ソバキスミレ、ユウパ リコザクラ、 タカネ

エゾムギ (以上夕張岳固有種);ア ポイカ

ンバ、 ヒダカソウ、 アポイアザ ミ、エゾコ

ウゾリナ、 アポイタヌキラン (以上アポイ

岳固有種);ヒ ダカミネヤナギ、カムイビ

ランジ、 ヒダカ トリカブ ト、 ヒ ダカゲ ンゲ、

ヒダカミヤマノエ ンドウ、 ヒ ダカイワザク

ラ (以上 日高山脈固有種);マ ルバヤナギ、

エゾホソバ トリカブ ト (ユウバ リウズ)、

ボタンザキキンバイソウ (ボタンキンバイ)、

エブオオケマン、 リ シリヒナゲシ、 タカネ

グンバイ、 シ リベシナズナ、カリバオウギ、

マシケゲ ンゲ、 リ シリゲンゲ、 ミヤマハン

モ ドキ、 シ ラトリオ トギ リ、マシケオ トギ

リ、 シレトコスミレ、ホソバ トウキ、 ミヤ

マノギク、ユキバ ヒゴタイ、ウスユキ トウ

ヒレン、エゾタカネニガナ、タカネタンポ

ポ (ユウバ リタンポポ)、 エゾコウボウ、

クロバナギボウシ (ヤチギボウシ)。

※本州にも分布するもの (日本固有種)

:オ ヤマソバ、カ トウハコベ、オオイワツ

メクサ (栄イワツメクサ)、 ツクモグサ、

ミヤマタネツケバナ、 ナンブイヌナズナ、

ホソバイワベンケイ (アオノイワベンケイ)、

アラシグサ、ハゴロモグサ、 ウ ラジロナナ
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カマ ド、 エゾオヤマノエ ンドウ (米オヤマ

ノエ ン ドウ)、 フラノオ トギ リ (米オ トギ

リソウ)、 エゾキス ミレ (栄オオバキス ミ

レ)、 シロウマアカバナ、エゾサイコ、 ミ

ヤマゼ ンコ、ハ クサ ンボウフウ、 コイ ワカ

ガ ミ、 ミ ヤマホツツジ、ナガバッガザ クラ

(栄ツガザ クラ)、 アカモノ (イワハゼ)、

サマニユキワ リ (栄ユキワ リソウ)、 ユウ

バ リリン ドウ、 ミ ヤマ リン ドウ、 ミ ヤマシ

オガマ、 オオヒラウスユキソウ (栄ハヤチ

ネウスユキソウ)、 タカネヤハズハハ コ

(タカネウスユキ ソウ)、 ナンブソモ ソモ、

ミヤマイヌノハナヒゲ、 ミ ヤマヌカボシソ

ウ、 ヒメイワシ ョウブ、 コバイヶィソゥ。

32種監 ()内米印は、北海道にはその変種か

亜種を産することを示す。 たとえば、 ナガ

バツガザ クラは、種はツガザ クラで、その

変種が北海道に産する ものである。

※ 日本 ・樺太 ・千島の固有植物 22種 。

エゾ ミヤマヤナギ、 ミ ネヤナギ、 ウラジ

ロタデ、 リシリブシ (カラフ トブシ)、 ハ

クセ ンナズナ、 メアカンフスマ、 メ アカン

キ ンバイ、 エブモメンヅル、アシボソアカ

バ ナ、 ミ ヤマセ ンキュウ、 ミヤマムラサキ、

エブル リソウ (栄チ シマル リソウ)、 エゾ

シオガマ、 リ シ リシオガマ、エソよ ヤマ ト

ラノオ (栄キクバ クワガタ)、 ミ ヤマオグ

ルマ、 フタマタタンポポ、 タイセッイヮス

ゲ (栄イ ワスゲ)、 ミ ヤケ スゲ (クモマシ

バスゲ)。

※アジア大陸東北部に分布する もの 52種。

ハイマツ、 ミ ヤマ ビャクシン、 ヒ メイワ

タデ、 シ ヨタ ンハ コベ、 ス ガワラビランジ、

ミヤマオダマキ、チ シマノキ ンバイソウ、

コマクサ、 リ シリナズナ (栄オクェブスズ  ゥ 、ィ ラ

ナ、チ シマイワブキ、 ク モマユキ ノシタ、  ナ ガェノ`

チシマクモマグサ、 ミ ヤマキ ンバイ、エゾ  シ マスカ

トウウチソウ (栄カライ トソウ)、 チシマ  ゲ (イワ

ワレモ コウ、 タ カネナナ カマ ド、イワオオ  エ ゾノ ミ

ギ、 タイツ リオオギ、 ハィオ トギ リ、 タカ  ウ 、 ミ ヤ

ネス ミレ、チ シマニ ンジン、 ミ ヤマ ウイキ  ウ マチ ド

ョゥ、ェゾィチャクソウ、 チシマツガザ ク  C .  ヵ ム

ラ、エゾタカネセ ンブ リ (米チシマセ ンブ  ス カ等|

り)、 リ シリリン ドウ、エソ
や
オヤマ リンド  る もの

ウ、 ウル ップソウ (ユウバ リソウを含む)、  チ ングラ

ホソバ ウルップソウ、 ゥ コンウツギ、 チ シ ツ ジ、 ア !

マ ヒ ョウタンボク、 タ カネオ ミナエシ (チ ラ 、イ ヮ |

シマキ ンレイカ)、 ハクサ ンシャジン (栄 ヨ ツタヾ シラ

ツ リガネニ ンジン)、 モイワ シャジン、 ミ ポ ポ、 ミ 」

ヤマアズマギ ク、 ナ ガバキタアザ ミ、 タカ ト ンボ。

ネニガナ、 オダサムタンポポ、 ミ ヤマノガ D .ァ ジヮ

リヤス、 タカネクロスゲ、 ヒ メアゼスゲ、  る もの |

ミヤマクロスゲ、 リ シリスゲ、 タカネヒメ  エ ゾノ ヒ

スゲ、オノエスゲ、 ヌイオスゲ、 タカネス タ カネスイ

ズメノヒエ、 エブイ トィ、 ミ ヤマホソコウ メ クサ)、

ガイゼキ ショウ、 ク ロコウガイゼキ ショウ カ ンチ ョゥ

リシリソウ、 ミヤマラッキ ョウD     E.】 ヒ半羽

B.ア ジア大陸か ら北米にかけて分布する  布 する |

もの'・…………………・32種 (11,6%) も 分布す

タカネヒカゲノカズラ、 ミ ヤマハ ンノキ  チ シマ ヒ

エゾミヤマツメクサ、ヤマガラシ、 ミヤマ ケスギラン

ハタザオ、 シ ヨタンソウ、マルバ シモッヶ ワ ラビ、 ォ

ミヤマダイコンソウ、 タカネ トウウチ ソウ ト ガクシデ

ム ラサキモ メンブル、 チ シマフウロ、 タエ リ ビャクラ

マス ミレ、 ジムカデ、 クロウスゴ、 ェブコ シ ギ シ)、

ザ クラ、 イワイチ ョウ、 ヨコヤマ リン ドウ オ (コモチ

クモイ リン ドウ (栄 トウヤ ク リン ドウ)、 エ ゾタカネ

エゾヒメクワガタ、 オニ ク、 チ ンマギキ ョハ クサ ンイ

―-24-



エゾスズ

ノシタ、

こ分布する

111 . 6 % )

7ハンノキ、

ン、 ミヤマ

シヾモツケ、

シウチ ソウ、

クロ、 タ ニ

ゴ、ェブコ

マリン ドウ1

ンドウ)、

シマギキ ョ

ゥ、イワギキ ョウ、 エゾハハ コヨモギ (☆

ナガエハハコヨモ→ 、 サマニ ヨモギ、 チ

シマヌカボ (クロヌカボ)、 キ ンチ ャクス

ゲ (イワキスゲ)、 クモマスズメノヒエ、

エゾノミク リゼキショウ、チシマゼキシ ョ

ウ、 ミヤマクロユ リ (栄クロユ リ)、 シ ロ

ウマチ ドリ (ユウバ リチ ドリ)。

C.カ ムチャッカ～ ア リュー シャ ン～アラ

スカ等の太平洋北部縁辺部を分布域 とす

るもの (北太平洋要素)・
・・14種 (5.1%)

チングルマ、 キ バナシャクナゲ、 エ ゾツ

ツジ、アオノツガザ クラ、 コメバ ツガザ ク

ラ、イワヒゲ、 シラタマノキ、 イワブクロ、

ヨツバシオガマ、ウサギギク、 クモマタン

ポポ、 ミヤマイ、ハクサ ンチ ドリ、 タカネ

トンボ。

D.ア ジアか らヨー ロッパにかけて分布す

るもの (ユー ラシア要素)… ・7種 (2.5%)

エブノヒメクラマゴケ、 リ シリシノブ、

タカネスイバ、 コ バ ノツメクサ (ホソバ ツ

メクサ)、 タカネナデシコ、 リ シリオオギ、

カンチヨウブ リナ。

E.北 半球の亜寒帯 ・寒帯 ・高山に広 く分

布する (周極分布)も の、及び南半球に

も分布するもの …………・73種 (26.4%)

チシマヒカゲ ノカズ ラL コ スギ ラン、 コ

ケスギラン、 ミ ヤマハナワラビ、 ヒ メハナ

ワラビ、オクヤマワラビ、 イワウサギシダ、

トガクシデンダ、 ミヤマイワデ ンダ、 リシ

リビャクシン、 ジ ンヨウスイバ (マルバギ

シギシ)、 イブキ トラノオ、 ムカゴ トラノ

オ (コモチ トラノオ)、 チシマツメクサ、

エゾタカネツメクサ、 カンチヤチハコベ、

ハクサンイチゲ、 ミ ヤマキ ンポウゲ、イワ

ベ ンケイ、 コ ウメバチ ソウ (☆ウメバチソ

ウ)、 アポイヤマブキシ ョウマ (栄ヤマブ

キ シ ョウマ)、 ウラジロキ ンバイ、キ ンロ

バイ、 タテヤマキ ンバイ、 チ ョウノスケソ

ウ、 オオタカネイバ ラ、 カラフ トゲ ンゲ、

キバナ ノコマノッメ、 ミ ヤマアカバナ、 ホ

ソバアカバナ、 レ ブ ンサイコ、 イ ワウメ、

ヒメイ ソツツジ (栄イソツツジ)、 エブツ

ガザ クラ、 ミ ネズオウ、 ウ ラシマツツジ、

コケモモ、 クロマメノキ、 ヒ メツルコケモ

モ、 ト チナイソウ (チシマコザクラ)、 ミ

ヤマアケボノソウ、 タカネシオガマ、 キバ

ナシオガマ、 ムシ トリス ミレ、 リ ンネソウ、

ホソバ ウキ ミクリ、チシマ ミクリ、 ミ ヤマ

アワガエ リ、 コミヤマヌカボ、 チシマガ リ

ヤス、 リ シリカニツ リ、 ヒロハ コメススキ、

タカネコメススキ (ユキワ リガヤ)、 ミ ヤ

マハルガヤ、 ミ ヤマコウボウ、 ミ ヤマウシ

ノケグサ (業ウシノケグサ)、 ミ ネハ リイ、

エゾワタスゲ、 ヒ ゲハ リスゲ、 タカネヤガ

ミスゲ、ハクサ ンスゲ、 ヒメカワズスゲ、

カラフ トイワスゲ、キ ンスゲ、 ヤチスゲ、

ムセンスゲ、サヤスゲ、 タカネシバスゲ、

タカネハ リスゲ、 エゾホソイ、 タ カネイ、

ヒメエゾネギ (米シロウマアサツキ)、 チ

シマアマナ。

以上の整理か ら、北海道産高山植物 276

種のうちでAの 「ァジァ要素」と呼ばれる

分布形のものが 150種 (54,3%)で 最 も多

く、そのうち約半数の 76種 (北海道固有

種 44種 を含む)が 日本固有種である。続

いてEの 「周極要素」及び 「普辺要素」が

73種 (26.4%)を 占め、氷期追存植物の影
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響の濃さを示す。カムチャッカ ・べ~リ ン

グ・アリューシヤンを経て北米とのつなが

りを示すCの 「北太平洋要素」 14種 (5.1

%)と 周極分布からアジア西部とヨーロツ

パを除いた形のBの 「アジア～北米要素」

の 32種 (11.6%)は 、マンモスの時代あ

たりのアジアと北米のつながりの中に北海

道が位置したことを物語る。最もつながり

の少いものがDの 「ユーラシア要素」の 7

種 (2.5%)で あるが、 これは、単に数字

が小さいからヨーロツパとの共通性が少い

というので済まない問題を含んでいる。

昭和53年に発表されたリストに 3種の訂

正を加えた上で昭和55年、北海道高山植物

の区系植物地理のまとめを豊国博土が発表

された。

豊国博士は、 この論文で、人為的に高山

帯に持ちこまれたものや、偶然に高山帯に

見られたもの等を除 く北海道の高山帯自生

植物計 457種 を、(1)アジア要素 245種        rヨ

(53.6%)、 (2)アジアー北太平洋要素22種    本 年 8′

(4.8%)、 (3)アジアー北米要素 47種    然 阿保さ′

(15。1%)、 (0ユーラシア要素 20種 (4.4 識 と長いニ

%)、 (5)周極 ・普辺要素 123種 (26.9%) れ 深 く感巨

に分類し、区系の由来を論じて居られる。  た ばか リダ

個々の植物や地域の分布にかかわる話題  ら お聞きヒ

や隔離分布について等、分布に関する問題  え ず北方ロ

は多いが、それ らについては他の機会にゆ  ま したが、

ずることとする。             長 い間の豊

(道立有朋高校 ・理学博士) 録 等々、そ

く愛し、人

よりひしひ

速私も入門

さて私はこ;

いか、はた

すと、私のす

に対してもと

遅まきなが |

知ることか ,

植 杉

植物 (動物

じ)は ふつを

細胞か らで達

10ミクロン,目

つある。核周

もので、核α

すると考えら

活動、増殖、

心となる)と

その核を包
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